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１．研究目的 

大規模な数値計算で強レーザー場における原子・分子基礎な動的過程の解明、共同実

験観測結果の解釈を本研究目的の一つである。もう一つの研究目的は基礎過程理解の

上に、強レーザー場により、原子分子光吸収過程制御方法の探索である。 
２．研究成果の内容 

(1) 理論計算で２色円偏光レーザー場中 Ar 原子電離のメカニズムを解明した。特に電

子の運動量と２色レーザーの回転関係（同回転と逆回転）を明らかにした。その研究

結果を Physical Review A の Rapid Communication に発表した。更に、我々の計算結

果によると、電離確率も２色レーザーの同回転と逆回転に依存するが、トンネル電離

理論の予測と違う。最新の実験結果は我々の予測と一致することを明らかになった。(2) 
大規模な計算で赤外線強レーザーによるアト秒レーザーでAr原子の２重電離について、

我々の理論計算と実験共同で産出量の制御方法を探索した。強レーザー場中 Ar 原子光

吸収の２重電離過程制御のメカニズムを解明した。特に二つのメカニズム（共鳴、非

共鳴過程）を明らかにした。研究結果をこの分野で有名な雑誌、Physical Review 
Letters に発表した。 

３．学際共同利用として実施した意義 
(1)と(2)の理論研究は大規模な数値計算が必要である。例えば(1)の計算は HA-PACS 
32 ノード３００時間を使用した。もし、HA-PACS を使用しないとその研究はできな

くなってしまった。 
４．今後の展望 

２色円偏光レーザー中の原子電離過程の研究を続けて、今予測した現象は他の原子で

再現できるかどうかを究明したい。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS ○ 1260 時間 
HA-PACS/TCA   

COMA ○ 900 時間 
※配分リソースについては 32node 換算時間をご記入ください。 
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